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論 文 の 内 容 の 要 旨

中国では1990年代までに,持続的経済成長の制約要因として環境問題が強く認識され

はじめた｡それ以降,持続可能な発展戦略の重要な一環として,森林･林業部門に｢持続

可能な発展｣を目指す林業分類経営改革が実施されることになった｡そこで本研究は,林

業分類経営を推進するうえでの主要な改革措置の展開に注目し,現段階における関連部門

の分類経営改革のあり方を実証的に検討し,その現状と問題点,今後の課題と方向性を明

らかにすることを目的とした｡

本論文は,6章から構成されている｡

まず,緒言では,本研究の目的(上述)と研究方法および研究小史より構成される｡

研究の方法は,歴史的方法と実証的方法を採用し,林業分類経営改革に至る展開過程を

理論的に考察し,また中国･河南省の生態公益型国有林場および商品林造林事業を事例対

象として,関連資料の収集および関係者への聞き取り調査をおこなった｡

第1章においては,中国における林業の分類経営改革に至る歴史的展開過程を,国の林

業方針とその実態(特に林業への資金投入状況)によって今日の森林資源問題,生態環境

問題が惹起したとし,林業分類経営改革についての基本的な史的構造を解明した｡これは

経済･社会の発展とともに,中国林業の経済的地位にも変化が生じ,林業の発展過乱 す

なわち,建国以来から新たな林業経営管理方式への転換プロセスを,国による林業投資の

変化としてと捉え(第1節),そうした史的展開の帰結としての森林資源の現状の解明(第

2節)および環境問題の析出の点を考察(第3節)した｡
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第2章においては,これまでの中国における林業分類経営改革に関する政策･措置の展

開を考察した｡すなわち,現行改革に関する政策･措置の制定の経緯を考察することによ

り,林業分類経営改革の政策展開の現状と特徴を解明した｡まず林業分類経営を講じるた

めの主要な改革措置の展開を明らかにし(第1節),生態公益型国有林場の分類経営改革の

位置づけと,国有林場における分類経営改革までの展開過程を明らかにした(第2節)｡さ

らに｢重点地域における早生多収穫用材林基地の整備工程｣について,中国林業の現状を

反映する｢6大林業事業｣および林業分類経営改革の中での位置づけを明確化し,当事業

にかかわる施策･方針の展開実感を解明した(第3節)｡すなわち生態公益型国有林場の分

類経営改革および｢重点地域における早生多収穫用材林基地の整備工程｣は,公益林にお

ける補償メカニズムの確立および商品林(業)の発展を図り,林業分類経営を進めるための

重要な措置であることを明らかにした｡

第3章においては,生態公益型国有林場の分類経営改革の実例を通じ,生態公益型

国有林場の分類経営改革に関する調査研究を実証的な視点から詳細に分析した｡

まず地域特性に応じた国有林場の基本的状況と発展の特徴および調査対象林場の概

要を把握した(第1節)｡次に,調査対象林場の設立から今日までの経営状況を把握し

た(第2節)｡また,生態補償基金および給料の支払い状況を中心に,当林場の財政を

把握し,最後に,生態公益型国有林場の分類経営推進に関する現段階的課題を検討し

た(第4節)｡その結果,｢国家森林生態効益補償基金制度｣が実施されたにもかかわ

らず,資金不足によって生態公益型国有林場の経営目的と事業内容を大幅に変更せざ

るを得ず,現在の生態補償基準は林場側の現実の要求を全く満足させるものではない

ことが明らかとなった｡

第4章においては,華北平原農業区農家の林業経営分析を事例に,｢重点地域における早

生多収穫用材林基地の整備工程｣の実態を調査し,当事業の現段階にかかわる問題の把鼠

および今後の展開にかかわる課題について検討した｡まず中国における平原林業の諸施策

と平原林業の性格･特徴について分析し,調査地域の林業の概要を把握した(第1節)｡次

に華北平原農業区において,当地域の農家の事業実施への対応という視点から,この商品

林造林事業の実態の解明をおこなった(第2節)｡実態研究を踏まえ,当事業の現段階の事

業展開にかかわる問題点の解明(第3節),および今後の課題について検討した(第4節)｡

その結果1･農家が林業経営に対して不安感を持ち,事業への土軋 資本および労働力

の投入を積極的に進めることができない状況にある｡2.農家がこの事業の実施主体とな

るための,森林育成に必要な知識および技術に乏しい｡3.植栽された樹種が単一で,また

純林化するため,平原農業地区の生態系保全および平原林業の今後の持続的な発展に,負

の影響をもたらすのではないかと危倶される,点が明らかになった｡

第5章においては,これまでおこなった実証的分析の結果を総合的に考察し,本研究の

主要な実証部分である生態公益型国有林場の分類経営実態と｢重点地域における早生･多

収穫用材林基地の整備工程｣のそれぞれの分析･検討結果から,林業分類経営改革関連部

門の現状とその性格について言及することにより,今後の政策形成に向けた展望を提示し

た｡まず生態公益型国有林場の経営実態からみると,当面の財政危機を回避し,森林生態

効益補償制度の運営の安定を図り,分類経営改革の基盤整備につながる経営体制の基盤強

化を進めることが緊急の課題となる｡また,｢重点地域における早生･多収穫用材林基地の

整備工程｣では,生態建設を主とする持続可能な林業経営改革の一環として,より計画性

のある林業生産活動および支援体制の確立が求められている｡

結言では,林業分類経営改革の推進を阻む諸課題の解決に向けて,分類経営の推進のた

めの施策･体制の構築を提言した｡
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審 査 結 果 の 要 旨

本論文は､中国･河南省における林業分類経営改革について､実際の展開状況および

現段階の問題点と課題を改革現場(薄山公益型国有林場および華北平原S村の｢重点地

域における早生･多収穫用材林基地の整備工程｣)からの実態分析を通じて､林業分類経

営管理体制の今後の構築に向けた指針と､政策･制度設計の具体的方向性を提示するこ

とを目的とした｡

中国では1990年代までに､持続的経済成長の制約要因として環境問題が強く認識さ

れ､その後､持続可能な発展戦略の重要な一環として､森林･林業部門に｢持続可能な

発展｣を目指す林業分類経営改革が実施されることになった｡しかし､この経営改革は

林業の持続可能な発展を推進するための主要施策として展開されてきているが､未だ､

そのシステムや方法の構築は模索段階にある｡

本論文は､上記目的および問題意識からその成果をまとめたもので､全6章から構成

されている｡

第1章では､中国における林業の分類経営改革に至る歴史的展開過程を､国の林業方

針とその実態によって今日の森林資源問題､および生態環境問題が惹起したとし､林業

分類経営改革についての基本的な史的構造を解明した点で評価される｡

第2章では､これまでの中国における林業分類経営改革に関する政策･措置の展開を

考察し､これは分類経営改革の政策現状を初めて総合的に網羅した成果として評価でき

る｡

第3章,第4章では本論文の主要な実証分析部分であり､現段階における分類経営改

革のあり方､課題に対し､1.生態公益型国有林場の分類経営改革､2.中国の当面の

最大商品林造林事業-｢重点地域における早生･多収穫用材林基地の整備工程｣の展開

に基づき､詳細な分析をおこなった｡特に第3章においては､生態公益型国有林場の

分類経営改革の実例を通じ､依然として物質供給機能に依存する経済構造と､生態公

益型が要求する機能発拝への不十分さを解明した｡また第4章においては､華北平原

農業区農家の林業経営分析を事例に､｢重点地域における早生多収穫用材林基地の整備工

程｣の実態を調査し､商品林事業推進の不安定要因を明らかにするとともに､地域環境

の安全性への問題点を示した｡以上の実証分析を踏まえ､今後の林業分類経営への林業

部門の経営の適合化を促進し､健全な林業分類経営管理体制の改善点を展望したという

点で評価される｡

これらの総括として第5章の総合的考察および結言では､林業分類経営改革の長期的

視点に立ったメカニズムの構築および政策的保証の有りようについて提起した｡

以上の論文報告について､審査委員からの多くの指摘･質問に対して的確な回答がなさ

れ､加えて十分な学力水準を有するものであることが認められ､論文内容および人物に

関しても高い評価を得た｡

以上より､審査委貞全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論文

として十分価値あるものと認めた｡
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基礎となる学術論文

● ｢生態公益型国有林場｣の経営実態に関する研究一河南省薄山生態公益型国有林場の

財政的側面に関する考察一 楊暁波･植木達人･井上裕 森林計画学会誌 斑畑地畑

● ｢重点地域における早生多収穫用材林基地の整備工程｣の実態に関する研究一華北

平原農業区農家の林業経営分析を事例として一楊暁波･植木達人･段群迷･蘇方陣

森林計画学会誌 鵬
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